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コメ余り時代に 

生き残りをかけて 
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民間育種米とは、民間企業または民間人が開発した新品種

のこと。公的機関が独占していたコメ育種に民間参入が可

能となって20年が経つ。ここ数年、有望な民間品種が出揃

い、各社の品種の強みとその成長戦略が明らかになってき

た。全社に共通する認識は、品種の強みを発揮できる、力

のある生産者と組みたいということ。我こそは思うコメ農

家にとって、こんな“商機”はまたとない。コシヒカリと

産地ブランドの寡占化に安住し、消費者への提案力を失っ

た米業界。そこへ新しい品種で着実にマーケットを切り開

いている民間の育種企業。彼らと組まずして、誰と組む！

▼日本唯一のハイブリッドライス「みつひかり」コシヒカリの4～5割増収を実現 ▼海を越え、台湾で作付が始まった「夢かほり」 ▼ブランドを確立した「夢ごこち」

特集

▲直播の切り札「とねのめぐみ」
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多収 
ハイブリッド 
ライス　　 
で儲けて 
ください。 

遺伝
子 

技術
特許
 

台湾 

種もみ 
販売・ 
栽培指導 

種もみ販売・栽培指導 

麒麟麦酒 住友化学 日本たばこ産業 

生産者 

生産者 

資材店 

台湾生産者 

すずたから すずたから 

みつひかり 
2003 
2005

みつひかり 
2003 
2005

いわた16号 いわた16号 
あきたから あきたから モーれつ モーれつ 

夢ごこち 夢ごこち 

夢美人 
（夢かほり） 
夢美人 
（夢かほり） 
夢美人 
（夢かほり） 

ライセンス 販売 

育生
者権
 

育種から撤退 

育種に参入 

自分で 
売る!!

ラ
イ
セ
ン
ス
料

収
穫
し
た
コ
メ

“戦略”立案中 

生産者＝流通＝消費者 

米
流
通
の
プ
ロ
が 

持
つ
べ
き
で
す
。 

三菱化学 

夢の華 夢の華 
天のみどり 天のみどり 夢いっぱい 夢いっぱい 

コメ育種 

人工知能 

ホンダ・リサーチ・ 
インスティチュード 

ジャパン 

人類の未来に役立つ 
技術開発…… 

とねのめぐみ とねのめぐみ 

これからの 
コメは 
直播だ！ 

三井化学 P.22

中島美雄商店 P.18

日本モンサント P.24

生産者 

診療米 

P.20

地域ブランドで販売 
種もみ 

全量買取 

コシヒカリ 
つくばSD1号 

花
キ
ラ
リ 

花
キ
ラ
リ 

花キラリ 花キラリ 

米屋だけの 
お米です!!

花キラリ 花キラリ 

はくばくグループ 
和穀の会 

特
約
店
へ
出

荷

育
成
者
権 

きたの 
むらさき 

紫光もち 

個性 良食味 

他の育種 
機関と協力 

健康 

●低“アレルゲン米” 
　 （家族だんらん） 

●“感染症”予防効果米 

色付米で新しいマーケット 

酒造好適米は？ 

越の雫 星あかり 

恋しぐれ 
（つくば） 

○○○○ 
（山形） 

○○○○ 
（？） 

“短稈” 
ミルキー 
クィーン 

“北海道用” 
“北東北用” 
コシヒカリ 

“石垣島用” 
あわもり米 

種
も
み
供
給
供
給 

種
も
み
供
給 

ななひかり 

瑞穂黄金 

和穀の会会員 
米穀店 

ひ
よ
り 

消費者 

イサヤマ一号 
福三代 みのにしき 

精峰1号 
亀枠 

カミマサノリ 

かがりび 

村瀬1号 金光 

うねひかり 
スプライス 

光彩 

マキタ 
超コシヒカリ 

深まる生産者との提携、広がる独自マーケット
“商機”を呼ぶ第一歩は情報収集。どの会社が何の品種を扱い、
どんな商売を展開しているのか。まずは、全体像を把握しよう。
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すずたから 

みつひかり 
2003 
2005

いわた16号 
あきたから モーれつ 

夢ごこち 

夢美人 
（夢かほり） 

夢の華 
天のみどり 夢いっぱい 

とねのめぐみ 

全農 P.27

まざーずはーと P.28

植物ゲノムセンター P.26 診療米 診療米 

病院とネットワーク 

カルゲン関西 

収

穫し
たコ
メ

出資 

地域ブランドで販売 地域ブランドで販売 

“糖尿病”患者向け 
ペプチド含有米 

＊日立ソフトウェアエンジニアリング 
＊バイオフロンティアパートナーズ 
＊サニーヘルス　＊ジャフコ 
＊伊藤忠商事 他 

開
発
中 

構
想
中 

農水省退官後、自費で設立 

三和化学 

“肥満防止”米 

植物工学研究所 

“環境ストレス” 
耐性イネ 

日立製作所 

“マーカーフリー” 
健康機能性米 

日本製紙 

コシヒカリ 
つくばSD1号 
コシヒカリ 
つくばSD1号 

花キラリ 

花キラリ 

拓殖大学 

きたの 
むらさき 
きたの 
むらさき 
きたの 
むらさき 

紫光もち 紫光もち 

個性 個性 良食味 良食味 

他の育種 
機関と協力 
他の育種 
機関と協力 

健康 健康 

●低“アレルゲン米” 
　 （家族だんらん） 

●“感染症”予防効果米 

●低“アレルゲン米” 
　 （家族だんらん） 

●“感染症”予防効果米 

北海道でも 
黒米が作れるように 
なりました 

色付米で新しいマーケット 色付米で新しいマーケット 

清算 

酒造好適米は？ 酒造好適米は？ 

越の雫 越の雫 星あかり 星あかり 

平塚静隆氏 JAテラル越前 

酒造メーカー 

東北電力 

加工米育種研究所 

実
用
化
研
究 

恋しぐれ 
（つくば） 

○○○○ 
（山形） 

○○○○ 
（？） 

恋しぐれ 
（つくば） 

○○○○ 
（山形） 

○○○○ 
（？） 

生産者 

“短稈” 
ミルキー 
クィーン 

“北海道用” 
“北東北用” 
コシヒカリ 

“石垣島用” 
あわもり米 

“短稈” 
ミルキー 
クィーン 

“北海道用” 
“北東北用” 
コシヒカリ 

“石垣島用” 
あわもり米 

産
地
に
合
っ
た
品
種 

うちの自慢の 
コメだよ!!

民間育種家 

種
も
み
供
給 

育種家 尾関二郎 

育成 ななひかり ななひかり 

瑞穂黄金 瑞穂黄金 

会津みずほ農場 

依頼 

ブランド・ 
ニッポン!!

政府 
ミレニアム 
プロジェクト 

ひ
よ
り 

ひ
よ
り 

ひ
よ
り 

P.29

消費者 消費者 

イサヤマ一号 イサヤマ一号 
福三代 福三代 みのにしき みのにしき 

精峰1号 精峰1号 
亀枠 亀枠 

カミマサノリ カミマサノリ 

かがりび かがりび 

村瀬1号 村瀬1号 金光 金光 

うねひかり うねひかり 
スプライス スプライス 

光彩 光彩 

マキタ 
超コシヒカリ 
マキタ 

超コシヒカリ 

海外の 
遺伝子バンク 
に登録中 民間唯一の 

“奨励品種” 
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民
間
育
種
の
成
功
は
、
単
に
優
れ
た
品

種
を
開
発
す
る
こ
と
だ
け
で
は
実
現
し
な

い
。
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に

把
握
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
戦
略
が
あ

っ
て
こ
そ
、
市
場
に
浸
透
で
き
る
。
そ
の

好
例
が
、中
島
美
雄
商
店
の
取
り
組
み
だ
。

同
社
は
1
9
1
3
年
創
業
の
肥
料
問
屋

で
、
93
年
に
米
穀
事
業
に
参
入
。
98
年
に

米
穀
卸
業
、米
小
売
業
の
認
可
を
受
け
て
、

コ
メ
集
荷
販
売
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。

こ
の
間
、三
菱
化
学
の
グ
ル
ー
プ
企
業
、

植
物
工
学
研
究
所
が
育
成
し
た
「
夢
ご
こ

ち
」
等
の
品
種
の
作
付
け
を
推
進
。
2
0

0
3
年
に
は
、
同
研
究
所
か
ら
育
種
事
業

を
継
承
し
、
独
自
の
品
種
の
普
及
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
主
力
の
「
夢
ご
こ
ち
」
は
、

2
0
0
6
年
、
42
t
の
種
も
み
を
出
荷
。

2
0
0
5
年
産
は
約
13
万
俵
が
生
産
さ

れ
、
流
通
し
て
い
る
。

「
夢
ご
こ
ち
」
は
、
95
年
に
「
あ
み
ろ
17
」

と
し
て
品
種
登
録
さ
れ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ

り
も
ア
ミ
ロ
ー
ス
値
が
低
い
良
食
味
米
と

し
て
当
初
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

た
。「
粘
り
が
強
く
、
味
も
良
い
。
栽
培

面
で
は
病
気
に
強
く
、
作
り
や
す
い
。
た

だ
し
、
収
量
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
比
べ
て
10

a
当
た
り
30
㎏
ほ
ど
落
ち
る
」（
中
島
美

雄
商
店
営
業
本
部
長
の
久
保
井
修
氏
）。

し
か
し
、
農
家
は
多
収
を
求
め
、
米
卸

は
流
通
量
の
多
さ
を
求
め
る
の
が
一
般
的

な
コ
メ
業
界
に
あ
っ
て
、「
夢
ご
こ
ち
」

の
栽
培
や
流
通
に
食
指
を
動
か
す
向
き
は

な
か
な
か
現
れ
ず
、
同
研
究
所
は
事
業
化

の
段
階
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。

三
菱
商
事
の
誘
い
で
「
夢
ご
こ
ち
」
を

扱
い
始
め
た
中
島
美
雄
商
店
は
、
当
初
か

ら
〝
量
〞
は
考
え
な
か
っ
た
。
親
し
い
生

産
者
に
作
付
け
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
や

は
り
親
し
い
米
問
屋
に
配
っ
た
と
こ
ろ
、

絶
賛
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
テ
ス
ト
の
中
か

ら
、
特
に
評
価
の
高
か
っ
た
産
地
で
の
作

付
け
を
増
や
し
、
そ
れ
を
消
費
地
卸
や
米

穀
小
売
店
に
販
売
し
て
い
っ
た
。

「
評
価
の
高
い
コ
メ
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

全
国
一
律
に
作
付
け
を
拡
大
し
よ
う
と
は

考
え
な
い
。
あ
く
ま
で
適
地
適
作
で
考
え

る
」（
同
）。
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
作
る

品
種
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
現
在
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
よ
う
に
、
結
局
価
格
競
争
の
色

合
い
が
濃
く
な
り
、
デ
フ
レ
を
起
こ
し
て

し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
、
苦
労
し
て
価
値

を
下
げ
る
よ
り
も
、
そ
の
品
種
に
適
し
た

産
地
を
見
極
め
て
そ
こ
に
集
中
し
、
高
品

質
の
コ
メ
を
揃
え
る
の
が
同
社
の
戦
略
だ
。

「
夢
ご
こ
ち
」
は
山
形
県
か
ら
滋
賀
県
ま

で
の
範
囲
を
適
地
と
し
て
推
奨
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
へ
は
、「
夢
い
っ

ぱ
い
」（
東
北
中
部
地
区
と
関
東
以
西
）、

「
夢
の
華
」（
西
南
暖
地
）
な
ど
、
他
の
品

種
を
勧
め
る
。

「
夢
ご
こ
ち
」
の
種
も
み
の
価
格
は
、
2

通
り
設
定
し
て
い
る
。
収
穫
し
た
コ
メ
を

同
社
が
買
い
取
る
契
約
栽
培
の
場
合
は
、

9
8
0
円
／
㎏
。
一
方
、
生
産
者
が
直
販

夢ごこち
【特徴】「コシヒカリ」のプロトプラスト培養に
よって得られた再生植物体から選抜、育成。成
熟期は「早生の晩」。やや長稈。穂長は「やや短」。
粘りのある食味品質【訴求ポイント】冷めても
おいしい。冷凍・再加熱しても食味が低下しな
い。単品、ブレンド適性ともに高い【問合せ先】
㈱中島美雄商店／滋賀県草津市芦浦町719番地／
TEL077-568-1878（代）

51

【くぼい・おさむ】1955年滋賀県生ま
れ。自営農業に従事した後、91年に㈱
中島美雄商店に入社。肥料農薬・資材
販売の産地担当を経て、2003年から自
社コメ品種の販売普及に務める。2004
年から台湾での事業開発を担当。

民間育種事業―その成功の鍵はどこにあるのか？　参入10年

足らずで、主力ブランド「夢ごこち」を13万俵流通させるまでに

成長させた、中島美雄商店の戦略から明らかにする。

久保井修 氏
㈱中島美雄商店
営業本部長　

中島美雄商店
主要企業キーマンに聞く
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す
る
場
合
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
上
乗
せ

し
、
4
2
0
0
円
／
㎏
と
し
て
い
る
。

中
島
美
雄
商
店
が
買
い
取
っ
て
販
売
す

る
「
夢
ご
こ
ち
」
は
、
2
0
0
5
年
産
13

万
俵
の
う
ち
10
万
俵
。
売
り
先
の
ほ
と
ん

ど
は
、
消
費
地
卸
や
米
穀
小
売
店
で
、
特

に
「
夢
ご
こ
ち
」
の
特
徴
を
理
解
し
て
い

る
相
手
だ
。「
単
独
で
食
べ
て
お
い
し
い

が
、
ブ
レ
ン
ド
に
使
う
と
、
食
味
を
相
当

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
レ
ン
ド

の
技
術
で
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
味

を
提
供
し
た
い
と
考
え
る
米
穀
小
売
店
に

も
好
評
」（
同
）
だ
。

こ
う
し
た
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
流

れ
の
中
で
、
同
社
は
自
社
の
役
割
を
「
そ

れ
ぞ
れ
の
品
種
の
特
徴
を
世
に
送
り
出
し

て
い
く
こ
と
」（
同
）
と
考
え
て
い
る
。

種
も
み
を
安
定
し
て
供
給
す
る
だ
け
で
な

く
、
産
地
に
対
し
て
は
栽
培
指
導
、
小
売

に
対
し
て
は
品
質
と
利
用
方
法
の
説
明
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
、品
種
の
持
ち
味
を
引
き
出
し
、

普
及
さ
せ
る
の
だ
。

そ
の
考
え
か
ら
、
現
在
あ
る
品
種
や
、

今
後
さ
ら
に
開
発
さ
れ
る
品
種
の
す
べ
て

を
同
社
だ
け
の
門
外
不
出
の
品
種
と
は
考

え
て
い
な
い
。
抱
え
て
い
る
顧
客
や
ニ
ー

ズ
か
ら
考
え
て
、
あ
る
品
種
の
普
及
に
は

む
し
ろ
他
社
が
向
い
て
い
る
と
判
断
す
れ

ば
、
積
極
的
に
権
利
の
譲
渡
も
勧
め
る
。

後
述
の
は
く
ば
く
に
「
花
キ
ラ
リ
」
の
育

成
者
権
を
譲
渡
し
た
例
が
そ
れ
で
、
ま
た

現
在
す
で
に
別
な
企
業
と
の
交
渉
も
進
め

て
い
る
。
い
わ
ば
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
、

〝
適
地
適
作
〞
の
考
え
を
貫
い
て
い
る
。

そ
の
〝
適
地
〞
は
、
海
も
越
え
る
。
昨

年
、
台
湾
の
生
産
者
の
要
望
に
応
え
て
、

や
は
り
植
物
工
学
研
究
所
か
ら
引
き
継
い

だ
「
夢
か
ほ
り
」（
台
湾
で
の
ブ
ラ
ン
ド

名
「
夢
美
人
」）
を
台
湾
南
部
で
作
付
け
。

今
年
2
月
か
ら
南
部
2
ヵ
所
合
計
52
ha
に

本
格
的
に
作
付
け
、
7
月
に
収
穫
を
終
え

た
。
そ
の
コ
メ
が
、
こ
の
ほ
ど
日
本
国
内

で
販
売
さ
れ
る
。「
こ
れ
ま
で
、
国
産
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
等
の
飯
米
が
台
湾
に
輸
出
さ

れ
て
喜
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
逆
の
流
れ
も

作
り
、
日
本
の
消
費
者
が
様
々
な
コ
メ
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
」（
同
）。

様
々
な
産
地
で
生
産
さ
れ
た
、
様
々
な

品
種
の
コ
メ
が
流
通
す
れ
ば
、
コ
メ
市
場

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
新
し
い
コ
メ
消

費
の
時
代
の
端
緒
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
齋
藤
訓
之
）

「夢かおり」の収穫記念会。台湾の
農業大臣も出席した

10

「
夢
ご
こ
ち
」
は
、
中
島
美
雄
商
店

が
扱
い
始
め
た
当
初
か
ら
栽
培
し
て
い

る
。
現
在
、
自
家
と
借
地
と
作
業
請
負

の
合
計
40

ha
に
、「
夢
ご
こ
ち
」
と

「
夢
か
ほ
り
」
を
主
体
と
し
、
他
に

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
」「
ニ

ホ
ン
バ
レ
」
な
ど
を
作
付
け
て
い
る
。

と
も
に
5
月
の
播
種
で
、「
夢
ご
こ
ち
」

は
9
月
末
に
収
穫
、
晩
生
の
「
夢
か
ほ

り
」
は
10
月
中
旬
に
収
穫
す
る
。

新
し
い
品
種
は
、最
初
自
作
地
だ
け
に

作
付
け
、そ
の
様
子
を
借
地
や
作
業
請
負

の
地
主
に
見
て
も
ら
っ
て
納
得
を
得
た
。

結
果
、
抵
抗
な
く
導
入
で
き
て
い
る
。

「
夢
ご
こ
ち
」
は
、
こ
れ
ま
で
病
気
が

出
た
こ
と
が
な
く
、
と
て
も
作
り
や
す

い
。
収
穫
し
た
コ
メ
は
、
外
食
や
消
費

者
に
直
販
し
て
い
る
。
直
販
の
価
格
は
、

精
米
で
6
8
0
0
円
／
10
㎏
。
特
に

「
多
少
高
く
て
も
、
お
客
に
喜
ば
れ
る

コ
メ
を
」
と
い
う
飲
食
店
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
。「
夢
ご
こ
ち
」
の
粘
り
が

強
過
ぎ
る
と
い
う
顧
客
に
は
「
夢
か
ほ

り
」
と
ブ
レ
ン
ド
し
て
出
荷
し
て
い
る
。

「
夢
か
ほ
り
」
は
、
晩
生
で
あ
る
点
が

メ
リ
ッ
ト
。
40
ha
の
コ
メ
を
一
気
に
収

穫
す
る
の
は
、
人
手
の
面
か
ら
も
、
乾

燥
機
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
面
か
ら
も
無

理
が
あ
る
た
め
、
早
生
と
晩
生
を
組
み

合
わ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
だ
。

ま
た
、
高
品
質
の
栽
培
を
狙
う
意
味

か
ら
、
稲
は
ゆ
っ
く
り
登
熟
さ
せ
た
い
。

ど
の
生
産
者
も
刈
り
取
り
時
期
が
早
ま

る
傾
向
が
あ
る
中
、
こ
れ
は
差
別
化
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
は
ず
。
昨
今
、
早
生

系
の
品
種
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ

が
、
私
は
む
し
ろ
、
今
後
さ
ら
に
晩
生

で
良
い
品
種
が
出
て
く
る
こ
と
に
期
待

し
て
い
る
。
民
間
育
成
品
種
は
、
一
般

の
品
種
に
比
べ
て
種
も
み
代
は
高
め
だ

が
、
栽
培
技
術
で
カ
バ
ー
し
て
、
1
俵

余
計
に
取
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

中
島
美
雄
商
店
が
台
湾
に
「
夢
か
ほ

り
」
の
種
も
み
を
供
給
す
る
に
当
た
り
、

昨
年
か
ら
栽
培
指
導
に
同
行
し
て
い

る
。
コ
メ
の
品
評
会
が
あ
り
、
そ
れ
で

評
価
さ
れ
た
農
家
の
コ
メ
は
、
市
場
価

格
に
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
し
、
高
値

が
付
く
。
そ
う
し
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
の
か
、
台
湾
の
農
家
は
、
皆
生
き

生
き
と
し
て
い
る
。（
談
）

に

湖南農産株式会社
代表取締役

瀬川昌彦
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米
穀
小
売
店
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て

民
間
育
成
品
種
を
扱
っ
て
い
る
の
が
、
㈱

和
穀
の
会
だ
。
2
0
0
4
年
に
中
島
美
雄

商
店
か
ら
「
花
キ
ラ
リ
」
の
育
成
者
権
の

譲
渡
を
受
け
、
現
在
、
山
形
県
、
宮
城
県
、

富
山
県
、
福
井
県
の
生
産
者
に
種
も
み
を

供
給
。収
穫
し
た
コ
メ
は
全
量
買
い
上
げ
、

米
穀
小
売
店
に
卸
し
て
い
る
。

同
社
は
押
し
麦
や
乾
麺
な
ど
の
麦
製
品

メ
ー
カ
ー
㈱
は
く
ば
く
の
グ
ル
ー
プ
企
業

で
、
米
穀
小
売
店
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
2
0
0
3
年
に
設
立
し
た
。
量
販
店

に
は
な
い
品
揃
え
や
商
品
知
識
で
販
売
力

を
付
け
よ
う
と
す
る
米
穀
小
売
店
を
会
員

と
し
て
募
り
、
は
く
ば
く
グ
ル
ー
プ
の
麦

製
品
や
調
味
料
、
茶
な
ど
同
会
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
を
供
給
す
る
ほ
か
、
経
営
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
販
促
物
の
作
成
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

米
穀
小
売
店
業
界
は
、
農
業
全
体
と
同

じ
く
、
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
か
ら
転
廃

業
が
増
え
て
い
る
が
、
逆
に
個
性
を
発
揮

し
て
成
長
す
る
店
も
現
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
流
れ
を
受
け
、
会
員
は
現
在
約
1
5

0
0
店
を
数
え
、
さ
ら
に
増
加
中
だ
。

そ
う
し
た
会
員
か
ら
、「
ぜ
ひ
、
コ
メ

そ
の
も
の
も
扱
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
は
く
ば
く
グ
ル

ー
プ
の
顧
客
で
あ
る
米
問
屋
の
テ
リ
ト
リ

ー
を
侵
す
わ
け
に
は
い
か
ず
、
対
応
に
苦

慮
し
て
い
た
。

そ
こ
へ
、
中
島
美
雄
商
店
か
ら
「
花
キ

ラ
リ
」育
成
者
権
譲
渡
の
提
案
が
あ
っ
た
。

育
成
者
権
が
あ
れ
ば
、
1
0
0
％
自
社
だ

け
が
扱
う
コ
メ
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
米

問
屋
か
ら
「
う
ち
と
同
じ
品
種
を
扱
っ
て

も
ら
っ
て
は
困
る
」
と
苦
情
を
受
け
る
こ

と
な
く
、
堂
々
と
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

る
。

「
花
キ
ラ
リ
」
は
、
㈱
植
物
工
学
研
究
所

が
育
成
し
た
品
種
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
初

め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
人
気
品
種
と
は
全

く
異
な
る
食
感
が
特
徴
だ
。「
炊
く
と
、

ツ
ヤ
が
あ
り
、粒
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

粘
り
は
あ
ま
り
な
く
、
あ
っ
さ
り
と
し
て

い
る
が
、
食
べ
て
い
る
と
も
ち
も
ち
し
て

く
る
」（
和
穀
の
会
の
岩
村
孝
次
専
務
）。

こ
の
た
め
、消
費
者
に
説
明
し
や
す
く
、

食
べ
れ
ば
〝
他
の
コ
メ
と
は
違
う
〞
と
い

う
印
象
が
残
り
や
す
い
。「
あ
の
米
屋
で

な
け
れ
ば
買
え
な
い
」
コ
メ
と
し
て
売
る

に
は
絶
好
の
特
徴
だ
っ
た
。

和
穀
の
会
で
は
、
40
〜
50
代
の
年
齢
層

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、「
和
食
が
好

き
な
人
の
コ
メ
」と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
用
途
を
明

確
に
し
て
販
売
し
て
い
る
米
穀
小
売
店

が
、
特
に
成
功
し
て
い
る
と
い
う
。

米
穀
店
へ
の
卸
価
格
は
1
万
6
7
0
0

円
／
60
㎏
（
税
別
）
で
、
2
5
0
0
〜
2

8
0
0
円
／
5
㎏
程
度
の
小
売
価
格
で
提

供
し
て
い
る
店
が
多
い
が
、
中
に
は
3
3

0
0
円
／
5
㎏
で
売
っ
て
い
る
米
穀
店
も

あ
る
と
い
う
。「
米
穀
小
売
店
か
ら
は
、

花キラリ
【特徴】「日本晴」のプロトプラスト培養突然変異系
統「PR3」に「コシヒカリ」を交配してて育成。成
熟期は「早生の早」。穂長は「やや短」【訴求ポイン
ト】やわらかめであっさりした食味。冷めるとしっ
かりしたもちもちの食感に。雑穀や発芽玄米にもよ
く合う【販売先・用途など】和穀の会会員の米穀小
売店（約1,500店舗）【問合せ先】㈱和穀の会／東京
都杉並区上荻2-37-11-4F／TEL03-5303-8189

52

【いわむら・たかつぐ】1958年山梨県
生まれ。国士舘大学卒業後、㈱はく
ばく入社。営業畑を歩んだ後、2001
年和穀菜汁店舗開発部の部長に就任。
㈱和穀の会設立の2002年から現職

民間品種の活用はまだ始まったばかり。他社が開発した品種の育成

者権を買い取り、自社事業にフル活用しているのが和穀の会だ。ど

んなビジネスモデルを構築しているのか、責任者に話を聞いた。

岩村孝次 氏
㈱和穀の会
専務取締役　

和穀の会
主要企業キーマンに聞く



民間育種米で

21 農業経営者 2006年 8月号

『
儲
け
が
出
て
あ
り
が
た
い
コ
メ
』
と
し

て
好
評
」（
同
）
だ
。

生
産
は
、
山
形
県
、
宮
城
県
、
富
山
県
、

福
井
県
の
農
協
や
有
力
な
生
産
者
と
組

み
、
種
苗
も
収
穫
し
た
コ
メ
も
譲
渡
・
転

売
を
禁
じ
た
完
全
な
契
約
栽
培
と
し
て
い

る
。
こ
の
4
県
と
も
、
県
の
産
地
品
種
銘

柄
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
6
年
は
4
県
合
計
で
約
2
0
0

軒
が
作
付
け
、
山
形
県
、
宮
城
県
各
4
8

0
t
、
富
山
県
1
2
0
t
、
福
井
県
60
t

の
収
穫
を
計
画
。
2
0
0
8
年
に
は
生
産

者
合
計
3
0
0
軒
、
生
産
量
は
山
形
県
、

宮
城
県
各
1
2
0
0
t
、
富
山
県
、
福
井

県
各
6
0
0
t
を
目
標
と
し
て
い
る
。

「
合
計
3
6
0
0
t
を
上
限
と
し
、
そ
れ

以
上
は
増
や
さ
ず
、
生
産
地
も
現
在
の
4

県
に
限
定
す
る
。
際
限
な
く
生
産
地
を
拡

大
し
、
生
産
量
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
種

子
や
収
穫
し
た
コ
メ
を
管
理
し
切
れ
な
い

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ブ
ラ
ン
ド
価
値

も
損
な
う
」（
同
）。

ど
こ
で
で
も
手
に
入
る
コ
メ
と
な
っ
て

は
、
〝
会
員
米
穀
店
だ
け
の
コ
メ
〞
と
い

う
商
品
の
意
義
が
失
わ
れ
る
。「
そ
の
こ

と
を
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
生
産
を

お
願
い
す
る
基
準
。
ま
た
、
今
の
消
費
者

に
納
得
し
て
も
ら
う
に
は
、
環
境
保
全
を

考
え
た
栽
培
を
し
て
い
て
、
栽
培
履
歴
も

き
ち
ん
と
出
せ
る
農
家
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
」（
同
）。

生
産
者
に
は
、
単
に
種
も
み
を
供
給
す

る
だ
け
で
な
く
、
栽
培
指
導
な
ど
の
フ
ォ

ロ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。「『
花
キ
ラ

リ
』
は
、
通
常
の
栽
培
の
常
識
だ
け
で
は

失
敗
し
や
す
い
。
た
と
え
ば
、
生
育
が
旺

盛
で
草
が
広
が
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
で

上
手
な
農
家
ほ
ど
、
早
め
に
肥
料
や
水
を

切
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
う
す
る
と
う
ま
く

い
か
な
い
」（
同
）。
丁
寧
な
指
導
は
不
可

欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
へ

の
露
出
や
、
著
名
な
飲
食
店
で
の
利
用
促

進
で
、「
花
キ
ラ
リ
」
の
認
知
度
を
さ
ら

に
引
き
上
げ
る
。
単
に
名
前
を
広
め
る
の

で
は
な
く
、「
有
名
な
あ
の
店
で
使
っ
て

い
る
コ
メ
」
と
い
う
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
引
き
上
げ
る
形
で
の
浸
透
を
狙
う
。

収
穫
し
た
コ
メ
の
全
量
買
い
上
げ
も
、

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
維
持
の
た
め
だ
が
、
当

然
、
飯
米
と
し
て
小
売
で
き
な
い
く
ず
米

も
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
味
噌
、
し
ょ
う
油
な
ど
の
メ

ー
カ
ー
と
提
携
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

拡
充
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。（

齋
藤
訓
之
）

「和穀の会」の会員米穀小売店。
什器や販促物の制作も行う

「
花
キ
ラ
リ
」
は
2
0
0
3
年
か
ら
栽

培
し
て
い
る
。
他
産
地
米
と
の
差
別
化

や
産
地
名
の
消
費
者
へ
の
浸
透
を
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
に
、「
夢
ご
こ
ち
」
で

取
引
の
あ
る
㈱
中
島
美
雄
商
店
か
ら
依

頼
が
あ
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
。

初
年
度
は
試
験
用
に
30
a
ほ
ど
作
付

け
。
㈱
和
穀
の
会
に
育
成
者
権
が
移
行

し
た
後
の
2
0
0
5
年
に
は
、
契
約
数

量
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、
面
積
を

24
ha
ま
で
拡
大
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に

面
積
を
10
ha
増
や
し
、
栽
培
農
家
数
も

約
50
名
に
ま
で
増
え
て
い
る
。
と
は
い

え
、
J
A
が
取
り
扱
う
全
体
量
か
ら
す

れ
ば
、
ま
だ
1
%
に
も
満
た
な
い
。

反
収
は
約
9
俵
半
で
、
主
力
米
の

「
は
え
ぬ
き
」
の
平
均
反
収
10
俵
と
比

べ
5
%
ほ
ど
落
ち
る
。
和
穀
の
会
と
の

取
引
は
、
売
上
ア
ッ
プ
よ
り
む
し
ろ
、

販
売
ル
ー
ト
の
確
保
や
市
況
変
動
に
左

右
さ
れ
ず
安
定
生
産
を
図
る
狙
い
が
あ

る
。
ま
た
、
販
売
先
の
全
国
に
広
が
る

米
穀
小
売
店
を
通
し
て
、
産
地
名
が
知

れ
渡
る
こ
と
は
生
産
者
の
励
み
に
な

る
。花

キ
ラ
リ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

草
丈
の
長
い
品
種
で
あ
る
。
は
え
ぬ
き

と
比
べ
て
も
葉
が
長
く
〝
び
ら
つ
き
〞

や
す
い
。
若
干
倒
伏
し
や
す
い
の
が
難

点
。
防
除
に
つ
い
て
は
、
他
の
品
種
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
肥
料
に
対
す

る
感
応
性
が
高
い
た
め
、
施
肥
量
は
他

品
種
よ
り
2
割
程
度
減
ら
し
て
い
る
。

味
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
比
べ
て
「
あ
っ

さ
り
系
」
と
言
え
る
。
は
え
ぬ
き
の
よ

う
な
強
い
粘
り
も
な
い
。
か
と
い
っ
て
、

全
く
粘
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
冷

め
て
も
ほ
ど
よ
い
粘
り
は
残
る
。
そ
の

〝
粘
り
の
し
つ
こ
さ
が
な
い
〞
と
こ
ろ

が
花
キ
ラ
リ
の
特
性
だ
ろ
う
。
試
食
し

て
み
れ
ば
違
い
が
す
ぐ
に
実
感
で
き
る

は
ず
だ
。
外
観
は
つ
や
つ
や
と
し
て
い

て
、
透
明
感
が
あ
る
の
も
人
気
の
秘
密

か
も
し
れ
な
い
。

和
穀
の
会
か
ら
は
、
大
幅
な
増
産
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
契
約
生
産
圃
場
の
集
約
化
を
進
め

て
い
る
。
売
り
手
・
買
い
手
が
共
に
成

長
す
る
、
そ
ん
な
関
係
を
「
花
キ
ラ
リ
」

の
契
約
栽
培
を
通
じ
て
築
い
て
い
き
た

い
。（
談
）

に

山形おきたま農業
協同組合

生産販売部副部長

長谷川和郎
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ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ス
と
は
、
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
種
と
イ
ン
デ
ィ
カ
種
の
よ
う
に
遠
縁

の
品
種
を
交
配
し
、
両
親
に
比
べ
て
優
れ

た
性
質
を
持
つ
雑
種
第
一
代
（
F
1
）
の

稲
の
こ
と
。
現
在
、
国
内
で
唯
一
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ラ
イ
ス
を
販
売
し
て
い
る
の
が
三

井
化
学
ク
ロ
ッ
プ
ラ
イ
フ
㈱
だ
。
同
社
の

前
身
で
あ
る
三
井
東
圧
農
薬
、
三
井
化
学

東
圧
の
頃
か
ら
肥
料
、
農
薬
の
製
造
販
売

と
と
も
に
、
野
菜
な
ど
の
品
種
改
良
を
行

な
っ
て
き
た
。

開
発
に
あ
た
っ
た
三
井
化
学
農
業
化
学

品
事
業
部
土
屋
猛
部
長
は
「
稲
の
開
発
を

始
め
た
の
は
1
9
8
5
年
。
最
初
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ス
の
普
及
が
進
ん
で
い
る

中
国
か
ら
品
種
を
導
入
し
た
が
、
品
質
・

食
味
が
芳
し
く
な
く
、
1
9
9
0
年
頃
か

ら
自
前
で
開
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

話
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
特
徴
は
①
収
量
が
増

え
る
、
②
生
育
が
旺
盛
、
③
病
気
へ
の
抵

抗
性
が
高
ま
る
、
③
両
親
の
も
つ
栄
養
、

成
分
が
凝
縮
さ
れ
る
な
ど
が
あ
る
。

育
成
に
約
10
年
か
け
、
2
0
0
0
年
に

は
一
気
に
3
品
種

―
「
み
つ
ひ
か
り

2
0
0
1
」「
み
つ
ひ
か
り
2
0
0
3
」

「
み
つ
ひ
か
り
2
0
0
5
」
が
品
種
登
録

さ
れ
た
。「
み
つ
ひ
か
り
2
0
0
3
」
は

粘
り
が
若
干
少
な
く
、
カ
レ
ー
や
丼
も
の

な
ど
の
業
務
用
に
適
し
た
品
種
。
一
方
、

「
み
つ
ひ
か
り
2
0
0
5
」
は
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
血
を
引
き
、粘
り
が
あ
る
タ
イ
プ
で
、

一
般
家
庭
向
き
だ
。
両
方
に
共
通
す
る
最

大
の
特
徴
は
多
収
型
で
あ
る
こ
と
。
10
a

当
た
り
平
均
12
〜
13
俵
も
と
れ
る
と
い

う
。
た
だ
、
晩
生
品
種
で
生
育
期
間
が
長

く
、
晩
生
の
代
表
品
種
と
い
わ
れ
る
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
よ
り
、10
日
〜
2
週
間
ほ
ど
長
い
。

「
生
産
者
か
ら
は
〝
長
す
ぎ
る
〞
と
い
う

声
も
あ
る
が
、
現
在
出
回
っ
て
い
る
コ
メ

は
品
種
、
栽
培
時
期
と
も
に
早
ま
る
一
方

で
、
晩
生
の
品
種
が
あ
ま
り
出
回
っ
て
い

な
い
。
大
規
模
農
家
に
と
っ
て
は
他
の
品

種
と
組
み
合
わ
る
こ
と
で
作
業
分
散
が
図

れ
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」（
同
）

栽
培
適
地
は
関
東
か
ら
九
州
ま
で
の
暖

地
だ
が
、
東
海
か
ら
中
国
・
四
国
地
方
で

の
生
産
が
拡
大
し
て
い
る
。
現
在
、
両
品

種
の
栽
培
面
積
は
約
1
0
0
0
ha
で
、

生
産
量
は
約
7
0
0
0
t
。
奨
励
品
種
に

は
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
広
ま
っ

て
き
た
の
は
、
同
社
製
品
を
含
む
肥
料
・

資
材
を
扱
う
販
売
店
の
販
売
網
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
。「
産
地
と
し
て
定
着
し

て
い
る
の
は
、
販
売
店
が
し
っ
か
り
と
生

産
者
と
関
係
を
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

（
工
藤
部
長
）。
ま
た
、
種
子
を
購
入
し
た

生
産
者
の
コ
メ
の
販
売
も
請
け
負
っ
て
い

る
販
売
店
も
あ
る
と
い
う
。

確
実
に
収
量
ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
販
売
店
は
生
産
者
へ
の
栽
培

指
導
も
行
な
っ
て
い
る
。み
つ
ひ
か
り
は
、

穂
数
を
増
や
し
て
収
量
を
確
保
す
る
よ
う

に
品
種
改
良
さ
れ
て
い
る
通
常
の
品
種
と

みつひかり 2003
【特徴】「MHA23」を母系、「リバース422」を父系とする交雑品種。成
熟期は「中生の晩」。長稈で耐倒伏性が強い。穂長が「極長」。イモチ
病耐性「強」。反収は11俵以上。【栽培のポイント】栽培しやすい【訴
求ポイント】極多収。あっさりとした食感で業務用米として好評

みつひかり 2005
【特徴】「MHA25」を母系、「リバース422」を父系とする交雑品種。成
熟期は「晩生の早」。長稈。穂長は「長」。イモチ病耐性「中」。反収は
11俵以上。【訴求ポイント】多収、極良食味
【問合せ先】三井化学クロップライフ㈱／東京都中央区日本橋一丁目12
番8号 第2柳屋ビル／TEL03-3231-0664

54

53

【つちや・たけし】1980年に東北大学
大学院農学研究科卒業。83年三井東
圧化学（株）（現三井化学）入社。水
耕栽培技術の開発研究を担当を経て、
86年からハイブリッドライスの品種
開発に従事。99年から現職（ハイブ
リッドライス種子事業開発を担当）。
農学博士。

米が余り始めて以来、“収量より品質”を重視する経営が叫ばれてきた。

米価下落が必至の今、圧倒的な収量こそ収益確保の要である。これま

でにない多収性を保証するハイブリッドライスに注目したい。

土屋猛 氏
（種子販売は三井化学クロップライフ㈱）

三井化学㈱農業化学品事業部
HRS担当部長　

一般品種

みつひかり
2003

みつひかり
2005

三井化学
主要企業キーマンに聞く
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違
い
、
一
本
あ
た
り
の
穂
の
大
き
さ
で
収

量
を
確
保
す
る
タ
イ
プ
。
そ
の
分
、
穂
数

が
少
な
い
。「
穂
数
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
元
肥
重
視
で
、
肥
料
も
一
般
品
種
よ
り

２
〜
３
割
多
め
に
い
れ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
指
導
を
し
て
い
る
。「
た
く
さ
ん
と
れ

る
」
と
い
う
魅
力
か
ら
栽
培
に
関
心
を
も

つ
生
産
者
が
多
い
と
い
う
。

種
子
代
は
4
0
0
0
円
／
㎏
前
後
で
、

通
常
品
種
の
7
〜
8
倍
は
す
る
。
種
代
だ

け
み
る
と
高
い
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
収
量

が
１
俵
分
で
も
増
え
れ
ば
も
と
は
と
れ

る
。

「
一
度
作
っ
た
人
は
、
そ
の
後
も
継
続
的

に
作
っ
て
く
れ
る
。
特
徴
が
わ
か
れ
ば
使

い
勝
手
の
い
い
品
種
だ
と
思
う
」（
同
）。

コ
メ
の
販
売
先
は
「
み
つ
ひ
か
り
2
0

0
3
」
で
あ
れ
ば
コ
メ
卸
を
通
じ
て
外
食

業
者
に
販
売
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
米
卸

か
ら
同
社
に
入
っ
て
く
る
情
報
で
は
「
ロ

ッ
ト
さ
え
ま
と
ま
れ
ば
提
案
で
き
る
先
は

い
く
ら
で
も
あ
る
」
と
い
う
。
た
だ
、
大

口
注
文
に
対
応
で
き
る
ほ
ど
の
生
産
量
が

な
く
、
供
給
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
状
。
基
本
的
に
コ
メ
の
販
売
は
生
産
者

の
裁
量
に
任
し
て
い
る
が
、
米
卸
か
ら
同

社
に
直
接
「
み
つ
ひ
か
り
を
作
っ
て
い
る

産
地
は
な
い
か
」
と
い
う
引
き
合
い
も
あ

り
、
ま
と
ま
っ
た
量
を
供
給
で
き
る
産
地

づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

種
子
の
生
産
効
率
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

で
種
子
代
の
割
高
感
を
解
消
し
、
生
育
期

間
の
長
さ
を
気
に
す
る
生
産
者
の
た
め

に
、
少
し
で
も
短
く
で
き
る
よ
う
な
新
品

種
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
、「
み
つ
ひ
か
り
2
0
0
5
」
は

そ
の
特
性
か
ら
生
産
者
が
消
費
者
に
直
接

販
売
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
2
0
0
6
年

春
、「
み
つ
ひ
か
り
」
は
岐
阜
県
、
滋
賀

県
、
兵
庫
県
、
岡
山
県
、
香
川
県
で
「
産

地
品
種
銘
柄
」
の
指
定
を
受
け
、
品
種
名

を
う
た
っ
た
販
売
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。整

理
す
る
と
「
み
つ
ひ
か
り
」
は
、
自

ら
米
の
売
り
先
を
持
っ
て
お
り
、
作
業
を

分
散
さ
せ
た
い
大
規
模
生
産
者
、
小
規
模

で
も
組
織
的
に
生
産
販
売
に
取
り
組
ん
で

い
る
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
有
効
に
活
用

で
き
そ
う
だ
。

（
青
山
浩
子
）

「
み
つ
ひ
か
り
」
を
始
め
た
理
由
は
収

穫
時
期
が
他
品
種
と
重
な
ら
な
い
こ

と
。
収
穫
は
10
月
中
旬
頃
で
、
主
力
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
後
に
手
を
付
け
ら

れ
る
。
作
業
時
期
の
分
散
に
よ
る
経
営

的
メ
リ
ッ
ト
は
計
り
知
れ
な
い
。
当
社

は
、
作
業
受
託
を
含
め
2
0
0
ha
を
超

え
る
大
規
模
経
営
で
あ
り
、
み
つ
ひ
か

り
導
入
に
よ
り
収
穫
時
の
人
員
配
置
の

効
率
化
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

加
え
て
、
米
価
が
下
落
傾
向
に
あ
る

中
、
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
に
作
付
品
種

の
多
様
化
を
図
る
意
味
も
あ
る
。
当
社

が
生
産
し
て
い
る
コ
メ
は
み
つ
ひ
か
り

を
含
め
現
在
9
品
種
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
0
1
年
、
試
験
的
に
「
み
つ
ひ

か
り
2
0
0
3
」
と
「
み
つ
ひ
か
り
2

0
0
5
」
を
そ
れ
ぞ
れ
3
ha
作
付
け
し

た
。
02
年
も
同
面
積
で
栽
培
し
た
が
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
系
の
「
み
つ
ひ
か
り
2
0

0
5
」
は
2
0
0
3
に
比
べ
倒
れ
や
す

く
、
収
穫
に
若
干
手
間
が
か
か
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
作
業
効
率
を
考
え
て
、

翌
年
か
ら
「
み
つ
ひ
か
り
2
0
0
3
」

に
絞
る
こ
と
に
決
め
た
。

み
つ
ひ
か
り
2
0
0
3
の
反
収
は
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
13
俵
を
超
え
る
。
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
9
俵
と
比
べ
て
4
割
強
も
多

い
。
種
も
み
価
格
は
約
3
0
0
0
円
／

㎏
で
、
7
0
0
円
弱
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と

比
べ
る
と
圧
倒
的
に
高
い
。
収
量
の
多

さ
で
何
と
か
利
益
が
出
て
い
る
の
が
現

状
。
た
だ
、
将
来
の
米
価
下
落
を
見
据

え
て
、
面
積
は
年
々
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

今
年
は
1
1
・
2
ha
ま
で
伸
ば
し
た
。

栽
培
に
つ
い
て
は
、
多
肥
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
窒
素
成
分

9
㎏
の
と
こ
ろ
、
3
㎏
ほ
ど
増
量
し
て

い
る
。
防
除
は
他
の
品
種
と
同
じ
。
稲

の
特
徴
と
し
て
は
長
稈
で
あ
り
、
幹
が

太
い
こ
と
。
草
丈
は
と
に
か
く
長
い
。

幹
の
太
さ
は
大
人
の
小
指
ほ
ど
も
あ

る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
コ
ン
バ
イ
ン

作
業
で
負
荷
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

味
に
つ
い
て
は
、
日
本
晴
系
。「
ぱ

さ
ぱ
さ
系
」
で
粘
り
も
少
な
い
。
丼
も

の
や
焼
き
飯
な
ど
の
外
食
産
業
に
向
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
外
観

は
特
、
全
体
的
に
日
本
晴
に
似
て
い
る
。

（
談
）

に

特定農業法人
㈱グリーンちゅうず

専務取締役

吉川義博

親 

自殖 

花粉 

父親 母親 

区分 

固
定
品
種 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ス 

自
家
採
種
可
能 

自
家
採
種
不
可（
毎
年
更
新
） 

子 種子 孫世代 

F1世代（ハイブリッド） F2世代（特性が不均一） 

ハイブリッドと固定品種の違い
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日
本
モ
ン
サ
ン
ト
が
稲
の
育
種
に
乗
り

出
し
た
の
は
1
9
9
4
年
。
開
発
に
先
立

っ
て
「
日
本
の
稲
作
が
今
後
、
ど
う
い
う

方
向
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
」、「
求
め
ら

れ
る
品
種
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
」
に
つ

い
て
か
な
り
の
時
間
を
割
い
て
議
論
を
し

た
と
い
う
。
そ
し
て
出
し
た
答
え
が
「
直

播
に
適
し
た
品
種
を
開
発
し
よ
う
」
だ
っ

た
。山

根
精
一
郎
社
長
は
「
こ
れ
以
上
、
農

家
の
高
齢
化
が
進
め
ば
田
植
え
機
に
よ
る

稲
作
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
。
一
方
、
コ

ス
ト
低
減
、
規
模
拡
大
に
は
機
械
化
は
避

け
ら
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
直
播
に
向
か

わ
な
い
限
り
、
日
本
の
稲
作
は
生
き
残
れ

な
い
の
で
は
と
い
う
結
論
に
達
し
た
」
と

語
る
。
そ
こ
で
直
播
に
ふ
さ
わ
し
い
「
芽

が
出
や
す
い
、
根
が
張
り
や
す
い
、
短
稈
、

倒
れ
に
く
い
、
食
味
が
い
い
」
と
い
っ
た

条
件
を
満
た
す
品
種
を
目
標
に
、
既
存
品

種
の
組
み
合
わ
せ
を
重
ね
た
。

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
「
と
ね
の

め
ぐ
み
」。
1
9
9
7
年
か
ら
5
年
か
け

て
育
成
し
た
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
「
ど

ん
と
こ
い
」
を
交
配
さ
せ
た
も
の
。
コ
シ

ヒ
カ
リ
並
み
か
そ
れ
以
上
の
食
味
で
、
収

量
が
コ
シ
に
比
べ
10
％
以
上
増
え
る
点
が

特
徴
だ
と
い
う
。
収
穫
時
期
は
若
干
遅
く

な
る
が
、
稈
長
は
20
セ
ン
チ
ほ
ど
短
く
、

倒
伏
し
に
く
い
。
ま
た
、
粒
の
大
き
さ
も

際
立
っ
て
お
り
、
千
粒
重
で
1
g
以
上
重

い
。
栽
培
適
地
は
関
東
以
西
の
山
間
地
を

除
く
風
通
し
の
よ
い
平
坦
肥
沃
地
帯
と
な

っ
て
い
る
。

2
0
0
5
年
に
品
種
登
録
が
完
了
し
、

同
年
か
ら
本
格
的
な
栽
培
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。
現
在
、
栽
培
面
積
は
約
50
ha
。

同
社
の
農
場
が
あ
る
茨
城
県
で
の
栽
培
が

多
く
35
ha
。
残
り
は
関
東
以
西
の
地
域

だ
と
い
う
。
生
産
者
は
全
国
で
約
70
名
。

こ
の
う
ち
、
実
際
に
直
播
で
作
っ
て
い
る

生
産
者
は
一
部
だ
が
、
移
植
の
場
合
で
も

「
収
量
が
10
％
上
が
っ
た
」
と
い
う
評
価

を
得
て
お
り
、「
倒
れ
に
く
く
作
り
や
す

い
」
な
ど
の
評
価
を
得
て
い
る
。
粒
が
大

き
い
点
で
外
食
関
係
者
の
評
価
も
高
い
と

い
う
。

他
の
民
間
育
種
の
稲
と
同
様
、「
と
ね

の
め
ぐ
み
」
も
奨
励
品
種
に
は
認
定
さ
れ

て
い
な
い
。
山
根
社
長
は
「
各
県
で
稲
の

品
種
改
良
を
し
て
い
る
の
で
、
民
間
が
開

発
し
て
持
ち
込
ん
で
も
ま
ず
奨
励
品
種
に

な
る
の
は
難
し
い
」
と
指
摘
す
る
。
し
か

し
2
0
0
6
年
3
月
、
茨
城
県
の
「
産
地

品
種
銘
柄
」
に
指
定
さ
れ
た
。「
こ
れ
に

よ
っ
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

産
地
品
種
銘
柄
の
指
定
を
受
け
た
こ
と

で
、
コ
メ
袋
な
ど
に
品
種
名
を
出
し
て
売

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
指
定

が
な
い
以
前
は
、
流
通
段
階
で
〝
雑
米
〞

扱
い
と
さ
れ
売
り
づ
ら
い
現
実
も
あ
っ

た
。
当
然
な
が
ら
価
格
に
も
影
響
し
、
銘

柄
米
と
比
べ
る
と
2
／
3
ほ
ど
し
か
な
ら

【やまね・せいいちろう】1970年に東
京大学理学部生物学科植物課程卒業。
76年に東京大学農学博士号取得、日本
モンサント㈱アグロサイエンス事業
部入社。2002年に代表取締役社長就任
し、現在に至る。

モンサントの育種目標は明確だ。「直播に適した品種開発」である。

条件は「芽が出やすい、根が張りやすい、短稈、倒れにくい、食味

がいい」。そして育成された「とねのめぐみ」の今後の展開は？

山根精一郎 氏
日本モンサント㈱
代表取締役社長

な
い
と
い
う
。

「
雑
米
の
ま
ま
で
は
開
発
企
業
と
し
て
マ

イ
ナ
ス
な
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
に
と
っ

て
も
品
種
名
を
前
面
に
出
せ
る
か
出
せ
な

い
か
は
、
販
売
戦
略
の
上
で
重
要
な
要
素

と
な
る
」（
同
）

も
っ
と
も
産
地
銘
柄
米
と
し
て
の
指
定

を
県
か
ら
受
け
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は

な
い
。「
し
か
し
今
後
、
全
国
展
開
を
考

え
る
と
、
産
地
銘
柄
米
の
指
定
は
最
低
限

の
条
件
。
茨
城
県
以
外
に
も
広
げ
て
い
き

た
い
」（
同
）。
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
、
生
産
者
か
ら
「
作
り
た
い
」
と
い
う

声
が
増
え
な
い
こ
と
に
は
県
に
も
働
き
か

け
に
く
い
。
同
社
も
生
産
者
に
品
種
や
栽

培
の
特
性
を
し
っ
か
り
訴
求
し
、
多
く
の

日本モンサント

とねのめぐみ
【育成地】茨城県河内町【品
種登録年】2005年【特徴】
「どんとこい」に「コシヒカ
リ」を交配して育成。成熟
期は「中生の中」。短稈。穂
長は「やや短」。収量性はコ
シヒカリに比べて10％以上
多収。極良食味。耐倒伏性
強【問合せ先】日本モンサ
ント㈱／東京都中央区銀座
4-10-10 銀座山王ビル8F／
TEL03-6226-6081
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人
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け

を
し
て
い
く
つ
も
り
だ
と
い
う
。

品
種
を
前
面
に
出
し
た
販
売
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
種
子
の

流
通
ル
ー
ト
や
で
き
た
コ
メ
の
売
り
方
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
具
体
化
さ
せ
て
い
く

予
定
。

そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
、「
種
子
を
売

れ
ば
終
わ
り
と
い
っ
た
単
純
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
は
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
い
う
。

「
農
家
の
70
％
以
上
が
65
歳
と
い
う
農
家
構

造
を
考
え
る
と
、
担
い
手
不
足
は
火
を
見

る
よ
り
明
ら
か
。
生
産
者
に
は
『
こ
う
す

れ
ば
稲
作
が
続
け
ら
れ
る
』
と
展
望
が
持

て
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
農
業
に
関
わ
る

企
業
も
『
こ
う
す
れ
ば
事
業
と
し
て
成
り

立
つ
』
と
い
う
よ
う
に
稲
作
の
将
来
が
展

望
で
き
る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
き
た
い
」
と
山
根
社
長
は
抱
負
を
語
る
。

そ
の
た
め
に
は
、「
と
ね
の
め
ぐ
み
」

を
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
課

題
。
需
要
量
の
多
い
外
食
産
業
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
も
あ
り
え
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
を
大

事
に
す
る
考
え
を
共
有
で
き
る
パ
ー
ト
ナ

ー
と
め
ぐ
り
合
え
る
か
ど
う
か
に
よ
る
と

い
う
。「
お
客
さ
ん
が
『
前
に
来
た
時
は

食
べ
ら
れ
た
が
、今
日
来
た
ら
な
か
っ
た
』

と
い
う
こ
と
で
は
ブ
ラ
ン
ド
に
は
な
ら
な

い
。
ブ
ラ
ン
ド
力
を
失
わ
な
い
売
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い
。」（
同
）

こ
れ
ま
で
は
試
験
的
販
売
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
希
望
す
る
生
産
者
に
は
「
収
穫

し
た
コ
メ
は
種
子
用
に
保
存
せ
ず
、
す
べ

て
出
荷
す
る
」
こ
と
を
条
件
に
種
子
は
無

償
で
提
供
し
て
き
た
。
来
年
分
か
ら
は
有

償
提
供
に
な
る
予
定
だ
が
、「
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
生
産
者
が
い
れ
ば
ぜ
ひ
相
談

し
て
ほ
し
い
。
特
に
直
播
の
人
を
増
や
し

た
い
」
と
山
根
社
長
は
話
し
て
い
る
。

（
青
山
浩
子
）

コシヒカリ（下）は倒伏した状況で、とねのめぐ
み（上）は全く影響を受けていない

日
本
モ
ン
サ
ン
ト
か
ら
委
託
栽
培
の

依
頼
を
受
け
、
2
0
0
1
年
に
「
と
ね

の
め
ぐ
み
」
の
作
付
け
を
始
め
た
。
他

産
地
米
と
ど
う
や
っ
て
明
確
に
差
別
化

し
て
い
く
か
、
考
え
て
い
た
頃
だ
っ
た
。

と
ね
の
め
ぐ
み
を
開
発
、
育
成
し
た
同

社
の
研
究
農
場
が
地
元
河
内
町
に
あ
る

と
い
う
ご
縁
も
あ
っ
た
。

初
年
度
3
ha
ほ
ど
試
作
し
て
み
た

が
、
栽
培
方
法
は
作
り
慣
れ
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
と
変
わ
ら
ず
、
手
間
が
か
か
る
こ

と
も
な
か
っ
た
。
短
稈
強
稈
ゆ
え
に
、

風
雨
に
よ
る
倒
伏
に
は
極
め
て
強
い
。

多
収
性
も
魅
力
だ
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
反

収
8
俵
に
対
し
、
10
俵
は
軽
く
と
れ
る
。

13
俵
ま
で
増
収
は
可
能
だ
が
、
密
生
し

過
ぎ
る
と
小
粒
米
が
多
く
品
質
評
価
が

下
が
る
た
め
、
11
俵
前
後
に
留
め
る
の

が
適
当
だ
ろ
う
。

食
味
の
特
徴
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
優
る

「
粘
り
」
と
「
甘
み
」
だ
。
各
種
食
味

試
験
の
結
果
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い

る
。
初
め
て
で
き
た
コ
メ
を
東
京
の
米

屋
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
味
、
品
質

と
も
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。

販
売
は
㈱
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
や
農
協

を
通
じ
て
、
今
年
か
ら
本
格
的
に
行
う
。

ふ
る
さ
と
か
わ
ち
は
、
河
内
町
、
農
協
、

地
元
米
業
者
及
び
生
産
者
の
出
資
で
93

年
に
設
立
さ
れ
た
第
3
セ
ク
タ
ー
で
、

地
元
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
様
々

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。「
と
ね
の

め
ぐ
み
」
の
生
産
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
同
社
の
直
売
所
や
米
業
者
を

通
じ
て
販
売
し
、
品
種
名
の
認
知
を
図

っ
て
い
く
。

昨
年
10
ha
だ
っ
た
作
付
面
積
は
今

年
、
30
ha
ま
で
伸
び
た
。
田
植
え
前
に

茨
城
県
の
「
産
地
品
種
銘
柄
」
の
認
定

が
と
れ
た
影
響
も
大
き
い
。
農
家
数
も

町
全
体
で
50
人
を
超
え
た
。
種
も
み
は
、

日
本
モ
ン
サ
ン
ト
か
ら
ラ
イ
セ
ン
ス
を

受
け
、
自
分
達
で
作
っ
て
い
る
。
他
種

米
が
1
粒
も
混
じ
ら
な
い
よ
う
機
械
の

完
全
清
掃
を
す
る
な
ど
手
間
は
か
か
る

が
、
全
て
を
自
分
達
の
手
で
や
る
満
足

感
が
あ
る
。
温
水
消
毒
を
導
入
し
て
、

種
も
み
の
消
毒
回
数
を
減
ら
す
計
画
も

進
め
て
い
る
。
今
年
は
1
0
0
ha
分
の

種
も
み
を
委
託
栽
培
し
て
お
り
、
来
年

度
は
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
。

河
内
町
生
ま
れ
の
コ
メ
と
し
て
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
談
）

に

㈱
な
が
さ
お
代
表
取
締
役

㈱
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
取
締
役

小こ

更ぶ
け

孝
史
（
茨
城
県
河
内
町
）
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㈱
植
物
ゲ
ノ
ム
セ
ン
タ
ー
は
、「
ゲ
ノ

ム
育
種
法
」
と
い
う
独
自
技
術
を
用
い
、

次
々
と
有
望
な
品
種
を
開
発
し
て
い
る
。

短
稈
で
良
食
味
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
つ
く
ば
S
D
1
号
」
の
育
成
を
わ
ず

か
3
年
で
達
成
し
た
後
、
現
在
は
短
稈
の

ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
や
北
海
道
で
も
栽
培

で
き
る
良
食
味
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
実
証
試
験

に
入
っ
て
い
る
。

ゲ
ノ
ム
育
種
法
と
は
、
遺
伝
子
全
域
を

選
抜
対
象
と
し
て
解
析
で
き
る
育
種
技
術

で
、
従
来
の
一
部
の
解
析
に
止
ま
っ
て
い

た
育
種
法
と
比
べ
、
効
率
的
で
高
精
度
の

選
抜
が
可
能
に
な
る
。
育
種
期
間
は
5
分

の
１
ま
で
短
縮
で
き
る
と
い
う
。

早
い
の
は
育
種
期
間
だ
け
で
は
な
い
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
つ
く
ば
S
D
1
号
」
は
ま

だ
品
種
登
録
出
願
（
2
0
0
4
年
）
中
の

品
種
で
あ
る
が
、
今
年
度
の
作
付
面
積
は

す
で
に
1
0
0
0
ha
を
超
え
て
い
る
。
茨

城
県
の
産
地
で
は
前
年
比
の
15
倍
強
の
6

5
0
ha
を
作
付
け
、
山
形
県
庄
内
で
は
昨

年
わ
ず
か
2
ha
に
過
ぎ
な
か
っ
た
面
積
が

今
年
一
気
に
4
5
0
ha
ま
で
伸
び
て
い

る
。
し
か
も
、
全
量
買
い
取
り
の
委
託
契

約
で
、
販
売
先
も
ほ
ぼ
す
べ
て
決
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。

さ
ぞ
か
し
有
能
な
営
業
マ
ン
の
い
る
会

社
か
と
思
い
き
や
、
社
長
に
話
を
聞
く
と

「
う
ち
の
会
社
は
研
究
者
集
団
。
最
近
、

事
業
部
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
、
営
業

ス
タ
ッ
フ
一
期
生
を
募
集
中
。
今
は
自
分

が
顧
客
回
り
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
慣
れ

な
い
せ
い
か
、
お
客
さ
ん
の
方
が
気
を
使

っ
て
く
れ
る
」と
事
業
家
ら
し
か
ら
ぬ
弁
。

美
濃
部
侑
三
社
長
は
、
何
を
隠
そ
う
、

世
界
に
先
駆
け
て
「
イ
ネ
ゲ
ノ
ム
解
析
」

に
挑
ん
だ
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る

な
ど
日
本
の
遺
伝
子
解
析
技
術
の
進
展
を

切
り
開
い
た
、
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
で

あ
る
。
美
濃
部
氏
は
農
水
省
時
代
、「
民

間
の
研
究
開
発
力
が
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
国
際
競
争
に
対
応
で
き
て
い
な
い
こ

と
に
危
機
感
」
を
抱
き
、
退
官
後
の
2
0

0
0
年
、
自
ら
の
資
金
で
設
立
し
た
の
が

㈱
植
物
ゲ
ノ
ム
セ
ン
タ
ー
な
の
だ
。

氏
の
理
念
に
共
感
し
技
術
力
に
投
資
価

値
を
見
出
し
た
出
資
者
リ
ス
ト
に
は
、
ジ

ャ
フ
コ
を
始
め
と
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
5
社
、「
マ
イ
ク
ロ
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

で
有
名
な
サ
ニ
ー
ヘ
ル
ス
、
伊
藤
忠
商
事

な
ど
の
会
社
が
名
を
連
ね
る
。

コ
メ
の
民
間
育
種
事
業
は
、
卓
越
し
た

技
術
力
だ
け
で
成
功
を
保
証
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
大
手
企
業
が
何
社
も
撤
退
し

て
い
っ
た
例
が
そ
れ
を
実
証
し
て
い
る
。

【みのべ・ゆうぞう】1938年群馬県生
まれ。67年農林省に入省後、イネゲ
ノムなどの解析に従事。第一期イネ
ゲノムプロジェクト初代ゲノム研究
チーム長、遺伝資源第一部長、分子
遺伝部長などを歴任。定年退職後、
2000年に植物ゲノムセンターを設立。

民間育種米業界に異色の企業がある。美濃部侑三氏が農水省退官後、

2000年に設立した植物ゲノムセンターだ。設立5年で有望品種を育成、

その後2年で普及面積1000ha超とその勢いは止まるところを知らない。

㈱植物ゲノムセンター
代表取締役社長 美濃部侑三 氏

コシヒカリつくばSD1号
【特徴】極良食味の「コシヒカリ」と背が低く倒れに
くい「IR24」を交配して育成された固定品種。コシヒ
カリと比べて、稈長が短く、耐倒伏性に優れる。千粒
重がやや重い。粒形はやや大きい。穂長は同程度また
はやや短い。やや多収。葉の直立性が高く、受光性に
優れる。良食味。（財）日本穀物検定協会が発表する食
味ランキングで2年連続“特A”を獲得。2004年に品
種登録を出願。昨年6月内閣府主催の第4回産学官連携
推進会議で画期的な品種改良技術等が評価され、「科
学技術政策担当大臣賞」を受賞【問合せ先】㈱植物ゲ
ノムセンター／茨城県つくば市観音台1-25-2-2／
TEL029-839-4830
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ジャスコつくば店での試験販
売の様子。今秋から茨城県の
全店に展開を予定

コシヒカリつくばSD1
号（左）コシヒカリ（右）

ど
ん
な
コ
メ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
べ
き

か
、
美
濃
部
社
長
は
こ
う
考
え
て
い
る
。

「
コ
メ
は
従
来
、
明
確
な
根
拠
な
く
県
単

位
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
が
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
れ
で
は
消
費
者
に
対
し
て
品
質
が

保
証
で
き
な
い
。
今
後
は
も
っ
と
小
さ
な

単
位
で
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
で
き
る
産

地
だ
け
が
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
。
そ
の
意
思

と
活
力
の
あ
る
産
地
だ
け
と
組
ん
で
い

く
」

（
浅
川
芳
裕
）

植物ゲノムセンター
主要企業キーマンに聞く
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全
く
新
し
い
コ
メ
商
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

開
発
を
目
指
し
て
、
独
自
の
育
種
計
画
を

立
て
て
い
る
の
が
全
農
だ
。
平
塚
に
あ
る

営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
生
産
シ
ス
テ
ム
研

究
室
が
、
そ
の
開
発
を
担
当
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
、
米
ア
レ
ル

ギ
ー
患
者
の
た
め
の
低
ア
レ
ル
ゲ
ン
米

「
家
族
だ
ん
ら
ん
」※
の
育
種
や
そ
の
米
飯

「
Ａ
Ｆ
Ｔ
ラ
イ
ス
」
の
商
品
化
の
た
め
の
技

術
開
発
、
黒
紫
米
「
紫
光
も
ち
」（
登
録
出

願
中
）
の
育
成
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ａ

Ｆ
Ｔ
ラ
イ
ス
は
一
食
分
の
レ
ト
ル
ト
パ
ッ

ク
が
、「
紫
光
も
ち
」
は
玄
米
で
も
炊
飯
器

で
炊
け
る
よ
う
パ
フ
加
工
さ
れ
た
商
品
が

そ
れ
ぞ
れ
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
東
日
本

㈱
で
製
品
化
さ
れ
発
売
に
至
っ
て
い
る
。

全
農
に
は
3
つ
の
育
種
目
標
が
あ
る
。

①
健
康
に
気
を
使
う
コ
メ
、
②
有
色
米
な

ど
個
性
派
の
コ
メ
、
そ
し
て
③
固
有
用
途

に
合
っ
た
良
食
味
米
の
開
発
だ
。

全
農
の
強
み
は
、
コ
メ
の
生
産
に
は
各

地
の
J
A
が
あ
り
、
流
通
や
商
品
開
発
は

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
な
ど
グ
ル
ー
プ
企
業
が
全

国
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
点
。
こ
こ
に
魅
力

あ
る
独
自
品
種
を
加
え
、
そ
の
強
み
を
さ

ら
に
発
揮
さ
せ
る
と
い
う
戦
略
だ
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
全
農
が
育
種
し
た

中
で
、
産
地
で
大
き
く
普
及
し
た
品
種
は

出
て
い
な
い
。
埼
玉
県
で
試
験
的
に
2
、

3
ha
作
付
け
さ
れ
て
い
た
「
家
族
だ
ん
ら

ん
」
は
2
0
0
3
年
に
栽
培
中
止
（
適
性

試
験
の
結
果
、
食
味
の
優
れ
る
L
G
C
ソ

フ
ト
を
代
替
品
種
に
選
定
）。「
紫
光
も
ち
」

の
栽
培
も
限
定
的
だ
。

ヒ
ッ
ト
品
種
が
ま
だ
な
い
と
は
い
え
、

全
農
に
は
そ
れ
を
生
み
出
せ
る
技
術
の
蓄

積
は
大
い
に
あ
る
。
全
農
が
多
収
を
目
標

に
イ
ネ
育
種
に
着
手
し
た
の
は
1
9
8
2

年
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
稲
の
育
成
に
世
界
で

初
め
て
成
功
し
た
琉
球
大
学
と
の
共
同
研

究
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。90
年
に
は
、

国
内
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
稲
3
品
種
（
若

穂
の
恵
、
若
穂
の
光
、
若
穂
の
稔
）
を
品

種
登
録
。
多
収
性
は
優
れ
て
い
た
が
、

「
コ
メ
余
り
時
代
到
来
と
重
な
り
」
普
及

に
は
至
ら
ず
。
そ
の
後
、
酒
米
や
も
ち
米

な
ど
用
途
に
特
化
し
た
品
種
も
育
成
し

た
。
2
0
0
0
年
に
は
、
国
の
新
事
業
創

出
研
究
開
発
事
業
で
免
疫
・
抗
菌
作
用
の

高
い
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
米
の
開
発
を
開
始

（
04
年
に
研
究
終
了
）。
最
近
で
は
、
（独）

農
業
生
物
資
源
研
究
が
進
め
る
ス
ギ
花
粉

症
緩
和
米
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参

画
し
て
い
る
。

「
コ
メ
の
消
費
が
減
り
続
け
る
時
代
、
コ

メ
の
新
商
品
づ
く
り
に
直
接
つ
な
が
る
特

長
あ
る
品
種
こ
そ
が
必
要
。
例
え
ば
、
栽

培
特
性
に
優
れ
た
冷
凍
米
飯
向
け
の
低
ア

ミ
ロ
ー
ス
米
な
ど
も
開
発
中
だ
。『
家
族

だ
ん
ら
ん
』
の
食
味
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
後

継
品
種
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
」（
遠
藤

雄
士
主
任
調
査
役
）

も
っ
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
広
い
一
般
向
け

の
良
食
味
米
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

【えんどう・ゆうじ】1985年岩手大学
卒業後、全農入会。ハイブリッドイ
ネの育種に従事。麦の流通関係の業
務を経て、98年から生産システム研
究室に配属。全農のイネ品種関連の
研究開発業務を担当

“公的”品種米の取扱いが最も多い業者である全農は、品種開発を始め

て20数年になる“民間”育種業の老舗でもある。自前の品種を用いど

のようなビジネス展開をしているのか、育種責任者に聞いた。

遠藤雄士 氏
全農営農・技術センター

生産システム研究室主任調査役

「
育
種
の
迅
速
化
の
た
め
に
は
、
独
自
開

発
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
っ
て
は
い
ら
れ
な

い
。
最
近
で
は
公
的
、
民
間
を
問
わ
ず
、

育
種
機
関
か
ら
次
々
と
新
品
種
が
出
て
き

て
い
る
。
そ
れ
ら
を
一
早
く
実
需
者
に
適

性
試
験
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
最
適
な
品
種
を
組
み
合
わ
せ
て
い

る
最
中
だ
」（
同
）

全
農
が
イ
ネ
育
種
事
業
に
参
入
し
た
き

っ
か
け
は
、「
多
収
品
種
を
売
り
込
み
に

き
た
米
国
資
本
の
参
入
に
危
機
感
を
感
じ

た
幹
部
が
『
我
々
が
〝
国
産
の
種
〞
を
育

成
し
て
国
産
農
産
物
を
守
る
べ
き
』
と
奮

起
し
た
」
こ
と
に
発
す
る
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
20
数
年
後
の
今
、
全
農
の
育
種
事
業

は
、
育
成
し
た
品
種
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け

新
し
い
コ
メ
の
顧
客
を
開
拓
で
き
る
か
で

そ
の
真
価
が
決
ま
る
。

（
浅
川
芳
裕
）

※
「
家
族
だ
ん
ら
ん
」
は
全
農
が
㈱
ア
レ
ル
ゲ
ン
フ
リ

ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
（
Ａ
Ｆ
Ｔ
研
究
所
）
に
出

資
参
加
し
た
際
に
開
発

品種登録出願中の紫光もち。炊くと鮮やか
な紫色に。玄米でも炊飯器で炊けるよう加
工された商品が全農パールライス東日本か
ら発売されている

全農
主要企業キーマンに聞く
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日
本
全
国
で
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
持
っ

て
い
る
人
は
約
1
8
0
万
人
。
そ
の
う
ち

30
〜
40
パ
ー
セ
ン
ト
を
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
中

に
は
コ
メ
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
も
存
在

す
る
。
そ
の
割
合
は
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
患

者
の
数
か
ら
す
れ
ば
、
10
数
パ
ー
セ
ン
ト

に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
患
者
に
と
っ
て
は

主
食
で
あ
る
コ
メ
が
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と

は
日
常
生
活
を
営
む
上
で
大
き
な
ハ
ン
デ

と
な
る
。
し
か
も
、
米
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者

の
数
は
近
年
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
低
減

化
し
た
コ
メ
（
A
F
T
ラ
イ
ス
）
の
供
給

を
目
指
し
て
い
る
の
が
「
ま
ざ
ー
ず
は
ー

と
」。
同
社
で
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
低
減

化
し
た
大
豆
や
小
麦
製
品
を
開
発
し
て
い

る
。折

笠
社
長
が
こ
の
事
業
に
踏
み
出
し
た

き
っ
か
け
は
、
子
供
時
代
か
ら
青
年
期
に

か
け
て
慢
性
の
胃
潰
瘍
に
苦
し
ん
だ
こ
と

に
あ
る
と
い
う
。「
私
は
北
海
道
の
農
家

出
身
で
、
当
時
は
農
薬
の
扱
い
が
と
て
も

ず
さ
ん
だ
っ
た
。
農
薬
の
空
き
袋
を
か
ぶ

っ
て
遊
ん
で
い
た
り
も
し
た
。
自
分
の
病

気
は
そ
れ
が
原
因
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
」（
折
笠
社
長
）

こ
の
体
験
か
ら
折
笠
氏
は
安
全
な
食
品

を
作
り
た
い
と
決
心
し
、
1
9
8
6
年
に

無
添
加
豆
腐
を
製
造
販
売
す
る「
椿
き
屋
」

を
創
立
す
る
。
93
年
に
は
、
農
水
省
傘
下

の
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研
究
推
進
機
構

と
民
間
4
社
の
出
資
で
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を

低
減
し
た
農
作
物
の
開
発
研
究
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
「
ア
レ
ル
ゲ
ン
フ
リ
ー
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
」（
A
F
T
研
究
所
）

に
参
画
し
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
低
減
化
・
除

去
し
た
豆
腐
・
豆
乳
の
製
品
化
を
手
が
け

た
。
A
F
T
研
究
所
で
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
を

低
減
化
し
た
コ
メ
の
開
発
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

主
要
な
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
な
る
グ
ル
テ
リ
ン

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
の
少
な
い
「
家
族
だ

ん
ら
ん
」
と
い
う
品
種
が
開
発
さ
れ
た
。

参
画
し
て
い
た
全
農
が
中
心
に
な
っ
て
試

験
栽
培
を
繰
り
返
し
、
6
年
が
か
り
で
育

種
さ
れ
2
0
0
0
年
に
品
種
登
録
さ
れ
て

い
る
。
研
究
所
の
解
散
後
、
折
笠
氏
は
こ

の
研
究
成
果
を
、
実
際
に
ア
レ
ル
ギ
ー
に

悩
む
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
る
べ
く
、

低
ア
レ
ル
ゲ
ン
食
品
の
供
給
会
社
で
あ
る

「
ま
ざ
ー
ず
は
ー
と
」
を
2
0
0
3
年
に

設
立
し
た
。

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
低
減
化
し
た
米
製
品
に

に
つ
い
て
は
、
全
農
の
系
列
会
社
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
東
日
本
㈱
が
先
行
し
て
、
2
0
0

0
年
か
ら
試
験
的
な
販
売
を
始
め
た
。
米

ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
を
顧
客
対
象
と
し
た

が
、
食
味
の
問
題
や
2
0
0
g
の
レ
ト
ル

ト
パ
ッ
ク
で
2
5
0
円
と
い
う
割
高
感
か

ら
、
売
れ
行
き
は
芳
し
く
な
か
っ
た
。
昨

年
か
ら
販
売
は
中
断
し
て
い
る
。
全
農
で

は
現
在
、「
家
族
だ
ん
ら
ん
」
の
食
味
を

向
上
さ
せ
た
後
継
品
種
を
開
発
中
で
あ

る
。折

笠
社
長
も
「
特
殊
な
商
品
の
た
め
、

販
売
に
つ
い
て
の
困
難
さ
は
認
識
し
て
い

る
。
A
F
T
ラ
イ
ス
は
90
%
以
上
の
米
ア

レ
ル
ギ
ー
患
者
に
対
し
て
は
有
効
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
10
%

未
満
の
患
者
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起

こ
す
可
能
性
も
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
た

め
流
通
に
関
し
て
は
、
医
師
や
ア
レ
ル
ギ

ー
専
門
家
に
よ
る
指
導
と
説
明
が
不
可
欠

と
な
る
。
量
販
店
な
ど
で
一
般
に
販
売
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

制
度
的
な
壁
も
あ
る
。
コ
メ
は
、
小
麦

や
そ
ば
、
卵
な
ど
と
ち
が
っ
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
物
質
を
含
む
食
品
と
し
て
の
表
示
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
米

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
や
認
識
は
依

然
と
し
て
高
い
と
は
い
え
な
い
。「
現
実

に
米
ア
レ
ル
ギ
ー
の
患
者
が
た
く
さ
ん
い

る
の
に
、
国
は
そ
れ
を
ア
レ
ル
ギ
ー
食
品

に
指
定
し
な
い
」
と
折
笠
社
長
は
疑
問
を

呈
す
る
。

「
卵
や
牛
乳
の
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ら
ば
、
そ

れ
を
摂
る
の
を
止
め
れ
ば
い
い
。し
か
し
、

主
食
の
コ
メ
で
は
、
そ
う
簡
単
に
は
い
か

な
い
。
そ
ん
な
患
者
さ
ん
た
ち
が
安
心
し

て
コ
メ
を
食
べ
る
き
っ
か
け
を
作
り
た

い
。
そ
の
た
め
に
今
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
専

門
家
や
病
院
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
な
が

ら
流
通
の
仕
方
を
検
討
し
て
い
る
」（
同
）

「
す
ぐ
に
儲
か
る
と
い
っ
た
仕
事
で
は
な

い
」」
と
折
笠
社
長
は
い
う
。
し
か
し
、

「
困
難
は
多
く
て
も
、
困
っ
て
い
る
人
が

い
る
以
上
、
必
ず
成
功
さ
せ
な
く
て
は
な

ら
な
い
仕
事
」
だ
と
折
笠
社
長
は
考
え
て

い
る
。

（
田
中
真
知
）

1949年北海道生ま
れ。86年無添加豆腐
を製造販売する「椿き
屋」を創立。93年から
農水省と民間4社の出
資でつくられた㈱ア
レルゲンフリー・テ
クノロジー研究所に
参画。アレルゲンを低
減化・除去した豆
腐・豆乳の製品化を
担当。03年 ㈱まざー
ずはーとを設立。

PROFILE

株式会社まざーずはーと
代表取締役社長

折笠廣司

全農パールライスが発売した
AFTライス

民間育種米で特定マーケットを開拓


